
選択科目        

令和 年度 技術士第二次試験答案用紙 

 

 
 

  

技術部門                  部門 

専門とする事項        

受験番号 

問題番号   Ⅲ－     

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字 

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

← 解答する問題番号（１又は２）を点線の枠内に必ず記入すること。 
○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2 文字を目安とする。

（図表を用いて解答する場合を含む。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鋼 構 造 及 び コン ク リ ー ト   選 択 科 目 Ⅲと して作 成  

水：現状（背景） 

橙：理想 

赤：題意（前提条件） 

②「 デジタル技 術 活 用 による防 災 ・ 減 災 、国 土 強 靭 化 」

①  
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●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字 

１ . デ ジ タ ル 技 術 活 用 に よ る 防 災 ・ 減 災 、 国 土 強 靭 化  

( １ ) デ ジ タ ル 技 術 を 要 し た 人 材 の 確 保 （ 人 材 面 ）  

 近 年 、 自 然 災 害 は 激 甚 化 ・ 頻 発 化 し て い る 。 南 海 ト

ラ フ 地 震 や 首 都 直 下 地 震 の 発 生 確 率 は 今 後 3 0 年 以 内

で 約 7 0 ％ と 高 い 。 そ の た め 、 デ ジ タ ル 技 術 ① を 活 用

し た 防 災 ・ 減 災 の 強 化 が 急 務 で あ る 。 し か し 、 建 設 業

界 に は デ ジ タ ル 技 術 者 が 不 足 し て お り 、 デ ジ タ ル 技 術

を 最 大 限 に 活 用 で き て い な い 。 よ っ て 、 人 材 面 の 観 点

か ら 、 デ ジ タ ル 技 術 を 要 し た ② 人 材 の 確 保 が 課 題 で あ

る 。  

 

（ ２ ） デ ー タ の 統 合 と 環 境 整 備 （ 利 用 面 ）  

 デ ジ タ ル 技 術 は 急 速 に 発 展 し 、 防 災 ・ 減 災 の 手 段 と

し て 期 待 さ れ て い る 。 し か し 、 デ ー タ の フ ォ ー マ ッ ト

の 違 い や 、 デ ー タ 量 の 膨 大 さ が 問 題 で あ る 。 様 々 な セ

ン サ ー や 監 視 シ ス テ ム か ら 得 ら れ る デ ー タ を 効 果 的 に

利 用 す る た め に は 、 こ れ ら の デ ー タ を 統 合 し 、 利 用 可

能 な 環 境 の 整 備 が 必 要 が あ る ③ 。 よ っ て 、 利 用 面 の 観

点 ④ か ら 、 デ ー タ の 統 合 と 環 境 整 備 が 課 題 で あ る 。  

① 災害の頻度や確率が高まると、なぜデジタル技術が必要になるのですか。この因果関係を説明しな

いと読み手は理解できません。 

② →「擁した」 
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（ ３ ） デ ー タ の 効 率 的 な 集 積 と 活 用 （ 管 理 面 ）  

 既 存 イ ン フ ラ の 情 報 （ 図 面 、 台 帳 ） は 紙 ベ ー ス で 管

理 さ れ て い る も の が 多 い 。 災 害 等 の 緊 急 時 に お い て は 、

イ ン フ ラ の 構 造 や 補 強 履 歴 等 の 情 報 を 踏 ま え 対 策 を 検

討 す る 。 デ ー タ が な い 場 合 、 迅 速 な 対 応 が 困 難 と な り 、

災 害 の 拡 大 の 原 因 と な る 。 よ っ て 、 管 理 面 の 観 点 か ら 、

デ ー タ の 効 率 的 な 集 積 と 活 用 が 課 題 で あ る ⑥ 。  

 

２ ． 最 も 重 要 な 課 題 と 解 決 策  

 災 害 時 の 迅 速 な 対 応 に よ り 、 公 衆 の 安 全 確 保 に 直 結

す る こ と か ら 、 「 デ ー タ の 効 率 的 な 集 積 と 活 用 」 を 最

も 重 要 な 課 題 に 選 定 す る 。 解 決 策 を 以 下 に 示 す 。  

（ １ ） ド ロ ー ン ・ 衛 星 等 の 活 用  

 被 害 状 況 の 把 握 の 多 様 化 、 迅 速 化 を 図 る た め 、 新 型

ド ロ ー ン （ V T O L ） 等 を 活 用 す る 。 例 え ば 、 被 災 箇 所 が

遠 方 で も 、 高 速 巡 行 で 現 場 に 到 着 し 、 垂 直 飛 行 で 安 定

し た デ ー タ 収 集 が 可 能 と な る ⑦ 。 ま た 、 被 災 後 の 写 真

や 衛 星 画 像 、 過 去 の 災 害 事 例 や 雨 量 デ ー タ を 収 集 す る 。

⑥ 前項の内容と類似（ともにデータの取り扱い）しています。どちらかに一方にして、他の課題設定

をした方が良いでしょう（多面的な観点という条件を満たせないと思います）。 

③ フォーマットの違いやデータ量の多さといった提起した問題に即した必要性に見えません。→「こ

れらデータの規格統一や、ユーザビリティの向上といった環境整備が必要である」 

④ 利用面の観点は分かりづらいです。利便性の観点でどうでしょうか。 

⑤ 背景の問題を包含させるため「データ管理システムの構築が課題」としてはいかがでしょうか。 
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災 害 予 測 シ ス テ ム に よ り 、 A I が 収 集 し た デ ー タ を 自

動 解 析 す る ⑧ 。 こ れ ら の 分 析 結 果 を 用 い て 、 精 度 の 高

い 降 雨 予 測 や 災 害 発 生 予 測 を 行 い 、 二 次 災 害 の 防 止 効

果 を 図 る と 共 に 避 難 ル ー ト を 指 示 す る ⑨ 。 そ の 他 、 異

常 検 知 セ ン サ ー で 橋 台 や 主 桁 の ズ レ を 検 知 し 、 確 認 後 、

橋 梁 の 通 行 不 可 の 判 断 を 迅 速 に 行 う 。  

 

（ ２ ） B I M / C I M の 活 用  

 イ ン フ ラ 分 野 全 体 の 合 理 化 を 図 る た め 、 ３ 次 元 デ ー

タ を 調 査 、 設 計 、 施 工 、 維 持 管 理 段 階 ま で の 全 行 程 で

共 有 す る 。 具 体 的 に は 、 落 橋 し た 場 合 、 ド ロ ー ン 等 で

収 集 し た 点 群 デ ー タ を B I M / C I M に 反 映 し 、 被 害 状 況 を

3 次 元 と し て 全 体 的 に ⑩ 把 握 す る 。 こ れ に よ り 、 今 後

⑦ →「・・・高速巡行によって速やかに現場に到着できるうえ、垂直飛行も可能であるため、迅速か

つ安定したデータ収集ができる。」 

⑧ 前文とのつながりを意識しましょう。また、AI がデータ収集するように読めてしまいます。→「収

集したデータは、災害予測システムにより、AIで自動解析する」 

しかし、この場合においても、何を自動解析するのか分かりません。 

⑨ 私の指摘ですが、改めて見るとおかしいですね。防止効果は「図り」ませんね。→「防止するとと

もに」 

また、二次被害のみになってしまいました。一義的には、二次ではなく被災そのものを防ぐことが

目的です。さらに二次被害を防止といった論調にした方が良いと思います。時系列で整理しましょ

う。→「・・・行い、早めの避難行動を促す。また、避難指示に合わせ、解析に基づいた安全な避

難ルートも情報提供する。さらに、発災後においても、リアルタイムデータを即時解析し、浸水範

囲等の自動抽出や土砂移動状況の把握などにより、二次被害を防止するための措置を講じる。」 
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の 対 応 を 関 係 者 間 で 迅 速 、 効 率 的 に 行 う こ と が 可 能 と

な る 。 ま た 、 バ ー チ ャ ル ツ ア ー に よ り 、 災 害 情 報 を 共

有 す る こ と で 、 遠 隔 地 で の 災 害 査 定 が 可 能 と な り 、 迅

速 な 災 害 復 旧 を 実 施 す る ⑫ 。  

 

（ ３ ） デ ジ タ ル プ ラ ッ ト フ ォ ー ム の 整 備  

 災 害 発 生 時 の 様 々 な 情 報 を 集 積 し 活 用 す る た め に 、

国 や 自 治 体 、 イ ン フ ラ 事 業 者 が 情 報 を 共 有 す る シ ス テ

ム ⑬ を 構 築 す る 。 平 常 時 の 交 通 情 報 、 気 象 情 報 お よ び

災 害 情 報 を 集 積 し 、 活 用 す る 。 具 体 的 に は 、 災 害 情 報

を 共 有 し ⑭ 、 専 門 家 に よ る ⑮ 遠 隔 復 旧 対 策 を 実 現 す

る 。 国 、 自 治 体 、 専 門 家 等 の 関 係 者 間 で 横 断 的 な 対 策

検 討 を 行 う ⑯ 。 人 手 不 足 が 顕 著 な 地 方 自 治 体 に お い て

も 迅 速 な 検 討 、 復 旧 が 可 能 と な る ⑰ 。 ま た 、 イ ン フ ラ

情 報 デ ー タ が 防 災 ・ 減 災 に 活 用 さ れ る よ う に オ ー プ ン

化 す る 。 ３ 次 元 都 市 モ デ ル で 災 害 リ ス ク を 可 視 化 し 、

住 民 の 防 災 意 識 を 高 め る ⑱ 。  

⑩ →「で」 

⑪ ３次元で被害状況を確認できるとなぜ迅速で効率的になるのか分かりません。根拠を示したうえで

効果を述べるべきです。例えば、点群データはリアルタイムで共有するである、３次元化により、

施工条件が速やかに整理できる、多角的な検討が可能になるなどの理由を添えると良いでしょう。 

⑫ 「可能となり、・・・実施する。」は少し構文が変ですね。→「迅速な災害復旧を果たすため、被

災状況を共有するバーチャルツアーを用いて災害査定を実施する。」 
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３ ． 新 た に 浮 か び 上 が る 将 来 的 な 懸 念 事 項 と 対 応 策  

（ １ ） 新 た に 浮 か び 上 が る 懸 念 事 項  

 上 記 の 解 決 策 で は 、 衛 星 や ド ロ ー ン に よ る 点 群 や 映

像 取 得 ・ 解 析 で デ ジ タ ル デ ー タ 利 用 が 増 加 す る 。 そ の

た め 、 ハ ッ キ ン グ や マ ル ウ ェ ア な ど の サ イ バ ー 攻 撃 の

リ ス ク が 高 く な る 。 多 く の デ ー タ に 問 題 が 生 じ た 場 合 、

迅 速 な 対 応 が 出 来 ず 、 二 次 災 害 の リ ス ク が 高 く な る ⑲ 。  

 

（ ２ ） リ ス ク へ の 対 応 策  

 デ ジ タ ル デ ー タ に は 、 V P N 接 続 や フ ァ イ ア ウ ォ ー ル 、

電 磁 シ ー ル ド な ど の 多 重 防 護 を 実 施 す る 。 ま た 、 B C P

⑲ 二次被害に限定する必要はないと思います。→「迅速な対応ができなくなることが懸念される」 

⑬ 「を」が連続してしまうので、「・・・の情報共有を可能にするシステム・・・」としてはいかが

でしょうか。 

⑭ 前の文では、平常時の交通情報、気象情報および災害情報と述べていますが、具体例では災害情報

のみです。何を集めて、どういう行動をとるのか整理整頓しましょう。 

⑮ 専門家とは誰ですか。前段では、国や自治体、インフラ事業者が主体になっています。 

⑯ ⑮のとおり専門家が突如として現れますね。また、横断的な対策検討が抽象的で何をやるのか分か

りません。さらに、前の文では専門家のみで復旧対策を実現といっています。不整合です。もう少

し整理しないと主体もやることもごちゃごちゃで混乱します。 

⑰ これも⑯と同じですね。自治体は何の検討や復旧を行うのでしょうか。 

⑱ プラットフォームとは関係ないように見えます。さらに、肝心のプラットフォームの構築について

は、説明がなされておらず、データ共有しか触れられていません。したがって、プラットフォーム

もデータプラットフォームなのか、組織体なのかも判然としません。 
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（ 事 業 継 続 計 画 ） に シ ス テ ム 障 害 項 目 を 加 え 、 サ イ バ

ー 攻 撃 へ の 対 応 を 行 う 。  － 以 上 －  


